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1. モチベーション

• 近年、音声合成分野の研究は深層学習の影響により
急激に進んでおり、様々な技術が登場している

• これらの技術を活用し、個人でもテキスト音声合成
ソフトウェアを制作出来るようになっている

• 例として2021年にVOICEVOXという無料で使える
テキスト音声合成ソフトウェアが登場し、声の調整
が可能な仕様となっているが、構造が複雑である
(複数のパーツがあり深層学習モデルの学習が大変)

• OSSとして公開されているVOICEVOXのUIを用いて
調整可能な音声合成モデルを作成し、作成手法を
広め、誰でも作れるようにし、誰でも簡単に声の
保存や共有が出来るようにしたい

2. 音声合成の技術概要

図1. 調整可能な音声合成ソフトVOICEVOXの全体UI

図2. VOICEVOXの
イントネーション調整UI

図3. VOICEVOXの
音の長さ(音素長)調整UI

• 近年のテキスト音声合成は、総じて以下のように
なっており、ある程度一貫して深層学習モデルを
学習できるようになっている
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図4. 近年の音声合成の概要的な構造

• ニューラルボコーダについては、今回はFre-GANと
いう敵対的生成ネットワークを用いる[文献4]

• 文献5,6を代表とする研究等向けに公開されている
データセットを集め計11005文の音声を学習させた

3. 実験
• 実験過程等は長いため、行った内容を列挙する
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• 合成音声にノイズが混じっているなど、品質向上の
余地が残っている

• パラメータの調整やモデルの更なる改善を試したい
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図7. 改造したFastSpeech2のモデル図

6. 参考文献・謝辞
• 今回、メルスペクトログラムを推論する深層

ニューラルネットワークについては、調整可能な
構造を持つFastSpeech2という技術を用いる[文献3]
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図6. FastSpeech2の簡易的なモデル図

https://github.com/y-chan/FastSpeech2

4. 結果

図8. VOICEVOXのUI上で動作する、今回制作した音声合成モデル

• 最終的に以下のモデル図の構成で、そこそこ品質が
高く、かつVOICEVOXとも連携が取れる形になった

5. 今後の課題

• 音質の向上
• 学習音声のサンプリングレート変更(22.05kHz->48kHz)
• JSUTコーパスを用いた転移学習(ファインチューニング)
• 先行研究[文献7]に基づくTransformerのConformerでの

置き換え
• 詳細な実験の末、Decoder部分のみ置き換えた

• 推論精度の向上
• 先行研究報告[文献8]に基づく韻律(アクセント)の導入
• 教師データの改善
• 不要なエナジー推論・埋め込みを削除


